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維管束植物の固有種地図 

未知の多様性ホットスポット
の発見と政策提言 



生物多様性情報は、さまざまに利用できる 

散逸していないこと 
共通のフォーマット 
デジタル化されていること 
「いつ」「どこで」の情報があること 



データの再利用と拡大再生産 

データをとる 

データをまとめる 
（分析・解析） 

調査・測定 

データを集める 

データを残す 

論文を書く 

出版 
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データ形式の統一 

〒305-0005 茨城県つくば市 細矢 剛 

305-0005 茨城県 つくば市 細矢  剛 029-853-7973 

3050005 茨城県つくば市 細矢 ホソヤ 剛 ツヨシ 029-853-7973 



ダーウィンコア 
•観察情報／標本情報のための共通フォーマット

TDWG（Taxonomic Databases Working Group; 
Biodiversity Information standards）が制定 

全部で144項目 
でも必須は数項目 

•レコードを記述する情報 
•サンプリングについての情報 
•地理情報 
•同定についての情報 
•分類についての情報 
•その他 

•ダーウィンコアはGBIFでも採用されており、国際
的な規格となっている。 



自然史情報 

標本情報 

観察情報 

いつ・どこで が重要 
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Key facts of GBIF 

4. 参加団体からの拠出金により運営（1位米国、2位日本）。 
5. 総レコード（資料＋観察データ）数：約3.8億（2012年7月

現在）。 
6. 最初は種や標本レベルのデータを集中的に整備。将来

は遺伝子や生態系レベルにまでリンク。 

1. OECDのメガサイエンスフォーラムの勧告
によって発足した国際プロジェクト。 

2. 事務局：コペンハーゲン（コペンハーゲン
大学）。 

3. 87 の参加団体（Participants； 29Voting, 
43 Associates,  15 Others；2011年報)。覚
書締結によって参加団体となる。 



GBIF Stategic Plan 2012-2016 

ビジョン:生物多様性情報が、科学・社会・継続維持
できる未来のために無償で普遍的に利用できる。 

使命: 生物多様性情報の全地球的なリソースとして

最重要であり、人類と環境のための、スマートな
問題解決を引き出すしくみ。 

2001-2006 Proving the concept 
2007-2011 Towards full operation 
2012-2016 Seizing the future to benefit 

science and technology 



界ごとにみた集積データのタイプ 

Annual  Report 2011 

トリの観察データ 

動物 
植物 

その他 

標本 

観察 

その他 



Annual  Report 2011 

GBIFを引用した論文の数 

GBIFについて触れた 
GBIFのことを議論 
GBIFをデータソースとして利用 
その他 



GBIFの組織 

AdHocs 
Standing Com.常設委員会 

Science 

GB 理事会 

EC 執行委員会 

Rules 

GBIFS事務局 

Budget 
臨時委員会 

小委員会 DNH-CD OCB ECNKO DA-DI 

Nodes Nodes 



地域化Regionalization の背景 

•参加団体が増加、さらに幅広い参加をよびかけて
いる。 

•事務局には専任が4～5人しかいなく、十分各ノード

のサポートができない。そのため、活動を地域化し、
各地域で協力体制を確立することが必要となった。 

ノ
ー
ド
委
員
会 

ノード委員会委員長 

副委員長（2名） 地域代表（6名） 

アフリカ アジア ヨーロッパ ラテンアメリカ 北アメリカ オセアニア 

ノード運営グループ 
（NSG） 

地域小委員会 

N
O
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アジア地域メンバー 
日本 
韓国 
台湾 
インド 
パキスタン 
インドネシア 
フィリピン 

ACB（ASEAN Center of Biodiversity）［フィリピン］ 
ICIMOD (Integrated Mountain Development)［ネ
パール］ 



56団体 

東
京
大
学 

国立遺伝学
研究所 
 

GBIF 

S-Net 国立科学
博物館 
 

国内ネットワーク 

各種研究機関 
プロジェクト 
出版物など 
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サイエンス・ミュージアムネット（S-net） 







広大な多様性を保有するアジアからはいっそうのデータ提供が求められる  

GBIF participants 

Data quantitiy heat map 

2013.5 



16th 

欧州 
43% 

北米 
31% 

オセアニア 
8% 

ラテンアメリカ 
6% 

アフリカ5% 
公海 
4% 

アジア 
3% 

南極 
0% 

地域別データ 
提供数の比較 

参加国ごとのデータ提供数の比較 

アジアからはさら
にデータが求め
られる 

US UK Sweden 



生物多様性
情報 移入種 

侵略的外来種 

レッドデータブック 

絶滅危惧種 
ニッチモデリング 

分布予測 

気候変動 

環境保護・保全 
生物資源 

政策提言 

地球温暖化 

モニタリング 



標本価値の向上（権威付け） 
文化財 “自然史財“ 

重要コレクションの保管状況 

どこに・だれ（機関）が・何を 

学術会議 
科研費 
自然史学会連合 

分類学会連合 主に学会単位 

S-Net 主に機関単位 

データ共有 

※調査中；二重に聞かれることがあるかも知れません。 



1.自然史情報をデジタル化すると、散逸した情

報を統合的に利用できるようになる。“情報
の再利用”時代には必須。 

2.統一形式でのデジタル化の形式（フォーマッ

ト）にはダーウィンコアが利用できる。 
3.GBIFなどの優れたインフラの整備によって、

生物多様性情報へのアプローチはかつてな
く簡単になった。 

4.アジア地域からの情報発信はまだまだ不十

分で、さらに情報の収集が求められる。 

まとめ 
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